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＊
（
２
面
に
続
く
）

リーダーさん Ｑ & Ａリーダーさん Ｑ & Ａ

会
長
　太
田
寿ひ

さ

長な
が

さ
ん
（
62
歳
）
下
山
口
在
住

山
口
町
自
治
会
連
合
会（
下
山
口
自
治
会
会
長
兼
務
）太田自治会連合会会長

広告

発　行
山口地域コミュニテイ

編　集
宮っ子山口版
編集委員会

第13回

ふ
る
さ
と
再
発
見

山口町自治会連合会山口町自治会連合会会会長として長として
山口地域の活性化に貢献山口地域の活性化に貢献

―
自
治
会
連
合
会
会
長
に
就
任
さ

れ
た
経
緯
は
何
で
す
か
。

太
田
　山
口
町
自
治
会
連
合
会
は
、

名
来
・
下
山
口
・
上
山
口
・
中

野
・
金
仙
寺
・
船
坂
の
単
位
自
治

会
の
三
役
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
構
成
員
の
互
選
に
よ
っ

て
選
ば
れ
ま
す
。
会
長
に
就
任
す

る
と
、
兼
務
職
と
し
て
山
口
地
区

自
治
会
連
絡
協
議
会
を
は
じ
め
山

口
地
域
活
性
化
推
進
委
員
会
、
山

口
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
長

も
兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
そ
ん
な
組
織
も
あ
っ
た
の
か
」

と
初
め
て
耳
に
し
た
団
体
に
も
関

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
わ
ゆ
る
山
口
町
の
町
長
的
な

役
割
で
す
。

―
自
治
会
連
合
会
会
長
、
あ
る
い

は
自
治
会
長
と
し
て
力
を
入
れ
て

い
る
活
動
は
何
で
す
か
。

太
田
　
山
口
町
に
は
、
古
く
か
ら

継
承
さ
れ
て
い
る
行
事
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
就
任
１
年
目
な
の
で
、

力
を
入
れ
る
と
い
う
よ
り
継
承
事

業
を
こ
な
し
て
い
く
こ
と
が
精

い
っ
ぱ
い
で
す
。
手
帳
が
予
定
で

埋
ま
る
ぐ
ら
い
行
事
や
事
業
が
何

も
な
い
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
る

で
売
れ
っ
子
芸
能
人
並
み
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

　
自
治
会
行
事
に
加
え
、
神
社
の

祭
事
や
学
校
行
事
、
各
種
団
体
の

行
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
行
事

に
参
列
し
て
い
ま
す
。
少
し
時
間

が
で
き
る
と
、
何
か
忘
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
逆
に
不
安
に
な

り
ま
す
。

　
こ
の
１
年
、
あ
え
て
力
を
入
れ

て
き
た
活
動
は
、
で
き
る
限
り
全

て
の
行
事
に
参
加
し
、
そ
の
賛
否

を
見
極
め
る
こ
と
か
な
と
思
い
ま

▽
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

日
時
：
１
月
14
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
17
日（
土
）

　
　
　
　
15
時
～
16
時
半

　
14
日（
水
）プ
ラ
バ
ン

　
15
日（
木
）ス
ラ
イ
ム

　
16
日（
金
）つ
か
め
る
水

　
17
日（
土
）ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ

場
所
：
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
：
４
歳
～
小
学
生

申
し
込
み
：
無
　
先
着
30
人

▽
冬
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会

日
時
：
１
月
17
日（
土
）

　
　
　
　
11
時
～
11
時
半

場
所
：
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
：�

０
歳
か
ら
就
学
前
の
子
と

保
護
者

申
し
込
み
：
無
　
先
着
順

　
詳
細
は
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８・９
０
４・２
０
５
５

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
：
無
料

対
象
：
一
般
。
先
着
１
５
０
人

出
演
：
マ
ジ
シ
ャ
ン

�

ミ
ス
タ
ー
ス
キ
ン

落
語
：
笑
福
亭
瓶
吾

　
　
　
笑
福
亭
恭
瓶

▼
大
河
ド
ラ
マ
『
豊
臣
兄
弟
‼
』

�

～
前
半
～

兄
の
秀
吉
を
支
え
た

　
　
　
　
　
補
佐
役
・
秀
長

２
月
５
日（
木
）

　
　
　
　
13
時
～
14
時
55
分

参
加
費
：
無
料

対
象
：
一
般
。
先
着
30
人

講
師
：
春
風
公
民
館
・
職
員

　
　
　
　
　
霜
澤�

喜
代
子
さ
ん

申
し
込
み�

：
１
月
５
日
（
月
）

　
午
前
10
時
か
ら
電
話
、

　
　
ま
た
は
窓
口
で
受
け
付
け

▼
「
歌
っ
て
ボ
イ
ト
レ
」

２
月
10
日（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
半

参
加
費
：
無
料

対
象
：
一
般
。
先
着
40
人

出
演
：
神
戸
カ
ン
マ
ー
コ
ー
ア
　

　
代
表
　
三
木�

比
奈
子
さ
ん

申
し
込
み
：
１
月
９
日（
金
）�

　
午
前
10
時
か
ら
電
話
、

　
　
ま
た
は
窓
口
で
受
け
付
け

　
１
月
の
講
座
は
12
月
か
ら
申
し

公
民
館　　だ

よ
り

マ
イ
ペ
ッ
ト

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

▼
「
新
春
の
集
い
」

１
月
15
日
（
木
）
14
時
～
15
時
半

新
年
恒
例
の
山
口
寄
席
、
新
春
の

集
い
で
す
。

会
場
：
山
口
ホ
ー
ル

�

（
山
口
セ
ン
タ
ー
１
階
）

コ
ミ
セ
ン
寄
席

　
コ
ミ
セ
ン
寄
席
が
北
六
甲
台
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
昨
年

10
月
12
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
主

催
は
北
六
甲
台
連
合
福
寿
会
で
、

今
回
で
４
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
素
人
落
語
家
５
人
と
出で

囃ば
や

子し

の

三
味
線
１
人
で
演
目
は
５
題
で
す
。

　
出
囃
子
は
三
味
線
、
太
鼓
、
横

笛
に
よ
る
本
格
的
な
も
の
で
、
高

座
に
上
が
る
時
、
噺は

な
しの
中
で
歩
く

時
、
ま
た
、
中
入
り
の
時
な
ど
で

音
が
入
り
、
雰
囲
気
は
本
物
の
寄

席
の
よ
う
で
し
た
。

　
約
60
人
の
観
客
は
、
２
時
間
ぐ

ら
い
の
噺
や
大
道
芸
を
楽
し
み
ま

し
た
。

素人落語の演者の皆さん

　
わ
が
家
の
ボ
ス
猫
、
ス
ズ
で
す
。

　
わ
が
家
に
来
て
早
８
年
。
最
年

長
の
女
帝
で
す
。

　
家
長（
妻
）以
外
は
全
て
自
分
よ

り
下
に
見
て
い
る
よ
う
で
す
。
旦

那
さ
ん
は
最
下
層
で
す
。

　
機
嫌
の
い
い
と
き
は
膝
の
上
に

乗
り
ま
す
が
、
膝
に
い
て
や
る
と

い
う
感
じ
で
す
。
で
も
、
共
に
長

く
い
た
い
か
わ
い
い
猫
で
す
。

�

（
北
六
甲
台

　N
氏
）

込
み
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
申
し
込
み
先
》
山
口
公
民
館

☎
０
７
８・９
０
４・０
２
８
７

電
話
、ま
た
は
窓
口
で
受
け
付
け

�

平
日（
10
時
～
16
時
半
）

　
こ
の
写
真
は
、
北
六
甲
台
の
高

台
か
ら
撮
っ
た
も
の
で
す
。
下
に

は
中
国
自
動
車
道
が
走
っ
て
い
ま

す
。

　
撮
っ
た
場
所
は
標
高
約
３
０
０

ｍ
近
い
所
で
す
。
眺
望
は
良
く
、

遠
く
に
連
な
る
山
々
が
一
望
で
き
、

散
歩
す
る
人
の
心
を
和
ま
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ

り
ま
す
。
春
に
は
歩
道
の
桜
が
咲

き
、
秋
に
は
紅
葉
が
山
肌
を
彩
り

ま
す
。

　
四
季
折
々
に
違
っ
た
風
景
を
見

せ
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
場
所
で

す
。

北六甲台の高台から北部を望む
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（
１
面
か
ら
続
く
）

家庭での生活が困難な60歳以上の方が低料金でサービスが受けられる

- - -問い合わせ

高台に立ち、絶景が望める空気のきれいなところ

広告

セントポーリア愛の郷
特別養護老人ホーム
社会福祉法人緑峯会入居者募集入居者募集

施設見学
大歓迎！

笑顔で対応します！
受付時間　9:00～17:00

078-907-1165（担当：西垣）
兵庫県西宮市山口町上山口 1584-1

食事がおいしい
（料理療法も盛んです）

● 特養 １１０床・ショートステイ 10床

● 全室個室 ： トイレ、洗面完備

● ユニット型 ： １０名程度のなじみのグループで生活
楽しい音楽療法、イベント充実
（音楽療法士３名が対応）

広告

やまぐち・トピックスやまぐち・トピックス
９
月
24
日
　
山
口
小
学
校
　
稲
刈
り

10
月
21
日
　
山
口
中
学
校
　
体
育
大
会

10
月
15
日
　
北
六
甲
台
小
学
校
　
稲
刈
り

９
月
26
日
　
連
合
老
人
会
　
作
品
展

健脚コースの丸山山頂付近

下山口大だんじり入魂式

有馬川付近で
職員の話を聞く児童

アミティ・ベイコムホールでの袖下踊り

　
秋
の
祭
典
「
西
宮
山
口
ア
ル
キ

ナ
ー
レ
２
０
２
５
」
が
、
昨
年
10

月
11
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山

口
地
域
の
全
て
の
関
連
団
体
が
参

画
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
地
元
や
西
宮
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、

近
隣
の
市
町
村
な
ど
多
彩
な
場
所

か
ら
、
さ
く
ら
や
ま
な
み
バ
ス
や

阪
急
バ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
参
加

者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
山
口
周
遊
散
策

コ
ー
ス
、
丸
山
登
山
健
脚
コ
ー
ス
。

山
口
町
郷
土
資
料
館
見
学
、
だ
ん

じ
り
運
行
、
孝
徳
帝
行
幸
（
古
代

衣
装
で
）
公
智
神
社
宵よ

い

宮
な
ど
、

多
様
な
行
事
で
秋
の
祭
典
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
有
馬
川
緑

道
で
は
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
参
加
者

を
も
て
な
す
か
の
よ
う
に
咲
い
て

い
ま
し
た
。

　
初
秋
の
１
日
を
楽
し
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
で
し
た
。

　
昨
年
10
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た

第
50
回
に
し
の
み
や
市
民
祭
り
の

西
宮
市
内
民
俗
芸
能
大
会
部
門
に
、

山
口
町
か
ら
袖
下
踊
り
と
扇
踊
り

が
参
加
し
ま
し
た
。
山
口
町
の
伝

統
民
俗
芸
能
と
し
て
袖
下
踊
り
と

扇
踊
り
が
指
名
を
受
け
、
山
口
町

古
文
化
保
存
会
が
披
露
し
ま
し
た
。

　
会
場
は
ア
ミ
テ
ィ
・
ベ
イ
コ
ム

ホ
ー
ル
で
、
12
時
20
分
か
ら
辻
英

一
郎
会
長
の
袖
下
踊
り
と
扇
踊
り

の
解
説
と
と
も
に
開
幕
し
、
舞
台

上
に
山
口
町
古
文
化
保
存
会
、
袖

下
踊
り
育
成
部
会
の
女
性
が
そ
ろ

い
の
浴
衣
で
登
場
。
ま
た
、
音
頭

は
上
山
口
地
区
が
担
当
し
、
演
目

は
「
山
口
古
跡
名
勝
め
ぐ
り
」
で
、

前
半
で
袖
下
踊
り
、
後
半
に
扇
踊

り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
大
舞
台

で
披
露
し
た
後
、
会
場
の
観
客
か

ら
盛
大
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

お
願
い
し
た
い
で
す
。

　
ご
み
が
散
乱
す
る
道
、
夜
に
な

る
と
真
っ
暗
な
道
、
野
良
猫
や
犬

が
徘は

い
徊か
い
す
る
町
な
ん
て
嫌
で
す
よ

ね
。
自
ら
の
町
を
美
し
く
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
に
も
積
極
的
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
活
気
あ
ふ
れ
る

地
域
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

談
話
も
で
き
る
仲
に
な
っ
て
い
ま

す
。
秋
祭
り
の
み
な
ら
ず
、
盆
踊

り
や
わ
が
ま
ち
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

な
ど
の
清
掃
活
動
と
い
っ
た
地
域

行
事
に
参
加
す
る
ほ
ど
、
地
域
の

輪
は
大
き
く
広
が
り
、
地
元
愛
も

生
ま
れ
育
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
地
域
住
民
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

太
田
　
山
口
地
域
が
活
気
の
あ
る

場
所
で
あ
り
、
遊
び
に
行
き
た
い

町
、
住
み
た
い
町
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
町
と
し
て
、
住
民
の

皆
さ
ま
に
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

こ
と
が
、
実
感
な
き
苦
労
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
若
い
世
代
の
参
加
状
況
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。

太
田
　
下
山
口
で
い
う
と
、
公
智

神
社
の
秋
季
大
祭
は
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
５
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
か
ね
や
太

鼓
の
お
囃は

や
子し

、
20
歳
以
上
は
宮
本

だ
ん
じ
り
会
と
い
う
保
存
会
で
だ

ん
じ
り
の
維
持
管
理
な
ど
を
担
い

ま
す
。
熟
練
者
の
指
導
の
下
、
互

い
に
会
話
が
弾
み
、
い
つ
し
か
冗

す
。

―
会
長
と
し
て
苦
労
し
て
い
る
点

は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

太
田
　
何
が
苦
労
な
の
か
理
解
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
下
山
口
自
治
会
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
前
期
に
副
会
長
と
い
う
立

場
に
あ
っ
た
の
で
、
大
ま
か
に
は

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、

自
治
会
連
合
会
に
つ
い
て
は
、
構

成
員
で
あ
り
な
が
ら
お
客
さ
ま
状

態
だ
っ
た
の
で
、
ま
っ
た
く
理
解

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
常
に
前
任
会

長
に
相
談
し
、
そ
の
ご
指
導
の
下

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
歴
代
会
長
を
は
じ
め
、
先
輩
諸

兄
が
伝
承
し
て
こ
ら
れ
た
伝
統
文

化
や
伝
統
行
事
を
守
り
引
き
継
ぐ

　
改
修
を
終
え
た
大
だ
ん
じ
り
が
、

昨
年
９
月
20
日
に
公
智
神
社
で
入

魂
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
10
月
26
日
に
改
修
を

依
頼
し
、
昨
年
９
月
20
日
に
大
だ

ん
じ
り
が
下
山
口
会
館
前
に
納
め

ら
れ
ま
し
た
。
改
装
前
に
比
べ
て

約
２
０
０
～
３
０
０
kg
の
増
加
で

す
。
大
だ
ん
じ
り
は
入
魂
式
の
た

め
公
智
神
社
に
宮
入
り
し
、
長
谷

川
昌
亮
宮
司
に
よ
り
厳
か
に
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
披
露
目
の
巡
行
は
、
道
の
幅

員
（
一
方
通
行
区
間
）
が
足
り
な

い
こ
と
か
ら
国
道
１
７
６
号
を
一

部
走
行
し
ま
し
た
。
初
め
て
片
側

２
車
線
の
国
道
の
車
両
を
止
め
て

行
わ
れ
た
大
だ
ん
じ
り
の
運
行
は
、

勇
壮
で
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　「
防
災
ま
ち
あ
る
き
講
座
」
が
、

北
六
甲
台
小
学
校
の
４
年
生
を
対

象
に
、
昨
年
10
月
16
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
時
間
は
午
前
と
午
後
の

２
部
制
で
す
。

　
午
前
の
部
は
、
市
職
員
に
よ
る

説
明
と
注
意
事
項
を
聞
き
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考
に
北
六
甲

台
地
区
（
３
カ
所
）
を
歩
き
ま
し

た
。
防
災
情
報
を
確
認
し
な
が
ら

そ
の
場
所
を
撮
影
し
ま
す
。
そ
し

て
、
防
災
情
報
を
基
に
写
真
や
確

認
し
た
場
所
を
地
図
に
貼
り
、
４

年
生
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
午
後
の
部
は
、
作

成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考

に
し
て
３
カ
所
の
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　
１
日
を
通
し
て
児
童
が
北
六
甲

台
地
区
の
防
災
に
つ
い
て
学
習
す

る
こ
と
は
、
子
ど
も
目
線
で
の
気

付
き
が
あ
り
、
大
人
が
見
落
と
し

が
ち
な
危
険
を
発
見
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

伝
統
文
化
、
伝
統
行
事
を
守
り

次
世
代
に
引
き
継
ぐ

防
災
ま
ち
あ
る
き
講
座

西
宮
山
口
ア
ル
キ
ナ
ー
レ

西
宮
山
口
ア
ル
キ
ナ
ー
レ

２
０
２
５

２
０
２
５

下
山
口 

大
だ
ん
じ
り
入
魂
式

に
し
の
み
や
市
民
祭
り
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＊
（
１
面
か
ら
続
く
）

家庭での生活が困難な60歳以上の方が低料金でサービスが受けられる

- - -問い合わせ

高台に立ち、絶景が望める空気のきれいなところ

広告

セントポーリア愛の郷
特別養護老人ホーム
社会福祉法人緑峯会入居者募集入居者募集

施設見学
大歓迎！

笑顔で対応します！
受付時間　9:00～17:00

078-907-1165（担当：西垣）
兵庫県西宮市山口町上山口 1584-1

食事がおいしい
（料理療法も盛んです）

● 特養 １１０床・ショートステイ 10床

● 全室個室 ： トイレ、洗面完備

● ユニット型 ： １０名程度のなじみのグループで生活
楽しい音楽療法、イベント充実
（音楽療法士３名が対応）

広告

やまぐち・トピックスやまぐち・トピックス
９
月
24
日
　
山
口
小
学
校
　
稲
刈
り

10
月
21
日
　
山
口
中
学
校
　
体
育
大
会

10
月
15
日
　
北
六
甲
台
小
学
校
　
稲
刈
り

９
月
26
日
　
連
合
老
人
会
　
作
品
展

健脚コースの丸山山頂付近

下山口大だんじり入魂式

有馬川付近で
職員の話を聞く児童

アミティ・ベイコムホールでの袖下踊り

　
秋
の
祭
典
「
西
宮
山
口
ア
ル
キ

ナ
ー
レ
２
０
２
５
」
が
、
昨
年
10

月
11
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山

口
地
域
の
全
て
の
関
連
団
体
が
参

画
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
地
元
や
西
宮
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、

近
隣
の
市
町
村
な
ど
多
彩
な
場
所

か
ら
、
さ
く
ら
や
ま
な
み
バ
ス
や

阪
急
バ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
参
加

者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
山
口
周
遊
散
策

コ
ー
ス
、
丸
山
登
山
健
脚
コ
ー
ス
。

山
口
町
郷
土
資
料
館
見
学
、
だ
ん

じ
り
運
行
、
孝
徳
帝
行
幸
（
古
代

衣
装
で
）
公
智
神
社
宵よ

い

宮
な
ど
、

多
様
な
行
事
で
秋
の
祭
典
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
有
馬
川
緑

道
で
は
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
参
加
者

を
も
て
な
す
か
の
よ
う
に
咲
い
て

い
ま
し
た
。

　
初
秋
の
１
日
を
楽
し
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
で
し
た
。

　
昨
年
10
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た

第
50
回
に
し
の
み
や
市
民
祭
り
の

西
宮
市
内
民
俗
芸
能
大
会
部
門
に
、

山
口
町
か
ら
袖
下
踊
り
と
扇
踊
り

が
参
加
し
ま
し
た
。
山
口
町
の
伝

統
民
俗
芸
能
と
し
て
袖
下
踊
り
と

扇
踊
り
が
指
名
を
受
け
、
山
口
町

古
文
化
保
存
会
が
披
露
し
ま
し
た
。

　
会
場
は
ア
ミ
テ
ィ
・
ベ
イ
コ
ム

ホ
ー
ル
で
、
12
時
20
分
か
ら
辻
英

一
郎
会
長
の
袖
下
踊
り
と
扇
踊
り

の
解
説
と
と
も
に
開
幕
し
、
舞
台

上
に
山
口
町
古
文
化
保
存
会
、
袖

下
踊
り
育
成
部
会
の
女
性
が
そ
ろ

い
の
浴
衣
で
登
場
。
ま
た
、
音
頭

は
上
山
口
地
区
が
担
当
し
、
演
目

は
「
山
口
古
跡
名
勝
め
ぐ
り
」
で
、

前
半
で
袖
下
踊
り
、
後
半
に
扇
踊

り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
大
舞
台

で
披
露
し
た
後
、
会
場
の
観
客
か

ら
盛
大
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

お
願
い
し
た
い
で
す
。

　
ご
み
が
散
乱
す
る
道
、
夜
に
な

る
と
真
っ
暗
な
道
、
野
良
猫
や
犬

が
徘は

い
徊か

い
す
る
町
な
ん
て
嫌
で
す
よ

ね
。
自
ら
の
町
を
美
し
く
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
に
も
積
極
的
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
活
気
あ
ふ
れ
る

地
域
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

談
話
も
で
き
る
仲
に
な
っ
て
い
ま

す
。
秋
祭
り
の
み
な
ら
ず
、
盆
踊

り
や
わ
が
ま
ち
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

な
ど
の
清
掃
活
動
と
い
っ
た
地
域

行
事
に
参
加
す
る
ほ
ど
、
地
域
の

輪
は
大
き
く
広
が
り
、
地
元
愛
も

生
ま
れ
育
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
地
域
住
民
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

太
田
　
山
口
地
域
が
活
気
の
あ
る

場
所
で
あ
り
、
遊
び
に
行
き
た
い

町
、
住
み
た
い
町
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
町
と
し
て
、
住
民
の

皆
さ
ま
に
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

こ
と
が
、
実
感
な
き
苦
労
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
若
い
世
代
の
参
加
状
況
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。

太
田
　
下
山
口
で
い
う
と
、
公
智

神
社
の
秋
季
大
祭
は
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
５
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
か
ね
や
太

鼓
の
お
囃は

や
子し

、
20
歳
以
上
は
宮
本

だ
ん
じ
り
会
と
い
う
保
存
会
で
だ

ん
じ
り
の
維
持
管
理
な
ど
を
担
い

ま
す
。
熟
練
者
の
指
導
の
下
、
互

い
に
会
話
が
弾
み
、
い
つ
し
か
冗

す
。

―
会
長
と
し
て
苦
労
し
て
い
る
点

は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

太
田
　
何
が
苦
労
な
の
か
理
解
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
下
山
口
自
治
会
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
前
期
に
副
会
長
と
い
う
立

場
に
あ
っ
た
の
で
、
大
ま
か
に
は

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、

自
治
会
連
合
会
に
つ
い
て
は
、
構

成
員
で
あ
り
な
が
ら
お
客
さ
ま
状

態
だ
っ
た
の
で
、
ま
っ
た
く
理
解

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
常
に
前
任
会

長
に
相
談
し
、
そ
の
ご
指
導
の
下

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
歴
代
会
長
を
は
じ
め
、
先
輩
諸

兄
が
伝
承
し
て
こ
ら
れ
た
伝
統
文

化
や
伝
統
行
事
を
守
り
引
き
継
ぐ

　
改
修
を
終
え
た
大
だ
ん
じ
り
が
、

昨
年
９
月
20
日
に
公
智
神
社
で
入

魂
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
10
月
26
日
に
改
修
を

依
頼
し
、
昨
年
９
月
20
日
に
大
だ

ん
じ
り
が
下
山
口
会
館
前
に
納
め

ら
れ
ま
し
た
。
改
装
前
に
比
べ
て

約
２
０
０
～
３
０
０
kg
の
増
加
で

す
。
大
だ
ん
じ
り
は
入
魂
式
の
た

め
公
智
神
社
に
宮
入
り
し
、
長
谷

川
昌
亮
宮
司
に
よ
り
厳
か
に
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
披
露
目
の
巡
行
は
、
道
の
幅

員
（
一
方
通
行
区
間
）
が
足
り
な

い
こ
と
か
ら
国
道
１
７
６
号
を
一

部
走
行
し
ま
し
た
。
初
め
て
片
側

２
車
線
の
国
道
の
車
両
を
止
め
て

行
わ
れ
た
大
だ
ん
じ
り
の
運
行
は
、

勇
壮
で
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　「
防
災
ま
ち
あ
る
き
講
座
」
が
、

北
六
甲
台
小
学
校
の
４
年
生
を
対

象
に
、
昨
年
10
月
16
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
時
間
は
午
前
と
午
後
の

２
部
制
で
す
。

　
午
前
の
部
は
、
市
職
員
に
よ
る

説
明
と
注
意
事
項
を
聞
き
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考
に
北
六
甲

台
地
区
（
３
カ
所
）
を
歩
き
ま
し

た
。
防
災
情
報
を
確
認
し
な
が
ら

そ
の
場
所
を
撮
影
し
ま
す
。
そ
し

て
、
防
災
情
報
を
基
に
写
真
や
確

認
し
た
場
所
を
地
図
に
貼
り
、
４

年
生
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
午
後
の
部
は
、
作

成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考

に
し
て
３
カ
所
の
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　
１
日
を
通
し
て
児
童
が
北
六
甲

台
地
区
の
防
災
に
つ
い
て
学
習
す

る
こ
と
は
、
子
ど
も
目
線
で
の
気

付
き
が
あ
り
、
大
人
が
見
落
と
し

が
ち
な
危
険
を
発
見
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

伝
統
文
化
、
伝
統
行
事
を
守
り

次
世
代
に
引
き
継
ぐ

防
災
ま
ち
あ
る
き
講
座

西
宮
山
口
ア
ル
キ
ナ
ー
レ

西
宮
山
口
ア
ル
キ
ナ
ー
レ

２
０
２
５

２
０
２
５

下
山
口 

大
だ
ん
じ
り
入
魂
式

に
し
の
み
や
市
民
祭
り



（₁） （₄）　 　第377号 第377号令和₈年₁月₁日 令和₈年₁月₁日や ま ぐ ち や ま ぐ ち

＊
（
２
面
に
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く
）

リーダーさん Ｑ & Ａリーダーさん Ｑ & Ａ

会
長
　太
田
寿ひ

さ

長な
が

さ
ん
（
62
歳
）
下
山
口
在
住

山
口
町
自
治
会
連
合
会（
下
山
口
自
治
会
会
長
兼
務
）太田自治会連合会会長

広告

発　行
山口地域コミュニテイ

編　集
宮っ子山口版
編集委員会

第13回

ふ
る
さ
と
再
発
見

山口町自治会連合会山口町自治会連合会会会長として長として
山口地域の活性化に貢献山口地域の活性化に貢献

―
自
治
会
連
合
会
会
長
に
就
任
さ

れ
た
経
緯
は
何
で
す
か
。

太
田

　山
口
町
自
治
会
連
合
会
は
、

名
来
・
下
山
口
・
上
山
口
・
中

野
・
金
仙
寺
・
船
坂
の
単
位
自
治

会
の
三
役
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
構
成
員
の
互
選
に
よ
っ

て
選
ば
れ
ま
す
。
会
長
に
就
任
す

る
と
、
兼
務
職
と
し
て
山
口
地
区

自
治
会
連
絡
協
議
会
を
は
じ
め
山

口
地
域
活
性
化
推
進
委
員
会
、
山

口
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
長

も
兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
そ
ん
な
組
織
も
あ
っ
た
の
か
」

と
初
め
て
耳
に
し
た
団
体
に
も
関

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
わ
ゆ
る
山
口
町
の
町
長
的
な

役
割
で
す
。

―
自
治
会
連
合
会
会
長
、
あ
る
い

は
自
治
会
長
と
し
て
力
を
入
れ
て

い
る
活
動
は
何
で
す
か
。

太
田
　
山
口
町
に
は
、
古
く
か
ら

継
承
さ
れ
て
い
る
行
事
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
就
任
１
年
目
な
の
で
、

力
を
入
れ
る
と
い
う
よ
り
継
承
事

業
を
こ
な
し
て
い
く
こ
と
が
精

い
っ
ぱ
い
で
す
。
手
帳
が
予
定
で

埋
ま
る
ぐ
ら
い
行
事
や
事
業
が
何

も
な
い
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
る

で
売
れ
っ
子
芸
能
人
並
み
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

　
自
治
会
行
事
に
加
え
、
神
社
の

祭
事
や
学
校
行
事
、
各
種
団
体
の

行
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
行
事

に
参
列
し
て
い
ま
す
。
少
し
時
間

が
で
き
る
と
、
何
か
忘
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
逆
に
不
安
に
な

り
ま
す
。

　
こ
の
１
年
、
あ
え
て
力
を
入
れ

て
き
た
活
動
は
、
で
き
る
限
り
全

て
の
行
事
に
参
加
し
、
そ
の
賛
否

を
見
極
め
る
こ
と
か
な
と
思
い
ま

▽
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

日
時
：
１
月
14
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
17
日（
土
）

　
　
　
　
15
時
～
16
時
半

　
14
日（
水
）プ
ラ
バ
ン

　
15
日（
木
）ス
ラ
イ
ム

　
16
日（
金
）つ
か
め
る
水

　
17
日（
土
）ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ

場
所
：
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
：
４
歳
～
小
学
生

申
し
込
み
：
無
　
先
着
30
人

▽
冬
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会

日
時
：
１
月
17
日（
土
）

　
　
　
　
11
時
～
11
時
半

場
所
：
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
：�

０
歳
か
ら
就
学
前
の
子
と

保
護
者

申
し
込
み
：
無
　
先
着
順

　
詳
細
は
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８・９
０
４・２
０
５
５

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
：
無
料

対
象
：
一
般
。
先
着
１
５
０
人

出
演
：
マ
ジ
シ
ャ
ン

�

ミ
ス
タ
ー
ス
キ
ン

落
語
：
笑
福
亭
瓶
吾

　
　
　
笑
福
亭
恭
瓶

▼
大
河
ド
ラ
マ
『
豊
臣
兄
弟
‼
』

�

～
前
半
～

兄
の
秀
吉
を
支
え
た

　
　
　
　
　
補
佐
役
・
秀
長

２
月
５
日（
木
）

　
　
　
　
13
時
～
14
時
55
分

参
加
費
：
無
料

対
象
：
一
般
。
先
着
30
人

講
師
：
春
風
公
民
館
・
職
員

　
　
　
　
　
霜
澤�

喜
代
子
さ
ん

申
し
込
み�

：
１
月
５
日
（
月
）

　
午
前
10
時
か
ら
電
話
、

　
　
ま
た
は
窓
口
で
受
け
付
け

▼
「
歌
っ
て
ボ
イ
ト
レ
」

２
月
10
日（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
半

参
加
費
：
無
料

対
象
：
一
般
。
先
着
40
人

出
演
：
神
戸
カ
ン
マ
ー
コ
ー
ア
　

　
代
表
　
三
木�

比
奈
子
さ
ん

申
し
込
み
：
１
月
９
日（
金
）�

　
午
前
10
時
か
ら
電
話
、

　
　
ま
た
は
窓
口
で
受
け
付
け

　
１
月
の
講
座
は
12
月
か
ら
申
し

公
民
館　　だ

よ
り

マ
イ
ペ
ッ
ト

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

▼
「
新
春
の
集
い
」

１
月
15
日
（
木
）
14
時
～
15
時
半

新
年
恒
例
の
山
口
寄
席
、
新
春
の

集
い
で
す
。

会
場
：
山
口
ホ
ー
ル

�

（
山
口
セ
ン
タ
ー
１
階
）

コ
ミ
セ
ン
寄
席

　
コ
ミ
セ
ン
寄
席
が
北
六
甲
台
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
昨
年

10
月
12
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
主

催
は
北
六
甲
台
連
合
福
寿
会
で
、

今
回
で
４
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
素
人
落
語
家
５
人
と
出で

囃ば
や

子し

の

三
味
線
１
人
で
演
目
は
５
題
で
す
。

　
出
囃
子
は
三
味
線
、
太
鼓
、
横

笛
に
よ
る
本
格
的
な
も
の
で
、
高

座
に
上
が
る
時
、
噺は

な
しの
中
で
歩
く

時
、
ま
た
、
中
入
り
の
時
な
ど
で

音
が
入
り
、
雰
囲
気
は
本
物
の
寄

席
の
よ
う
で
し
た
。

　
約
60
人
の
観
客
は
、
２
時
間
ぐ

ら
い
の
噺
や
大
道
芸
を
楽
し
み
ま

し
た
。

素人落語の演者の皆さん

　
わ
が
家
の
ボ
ス
猫
、
ス
ズ
で
す
。

　
わ
が
家
に
来
て
早
８
年
。
最
年

長
の
女
帝
で
す
。

　
家
長（
妻
）以
外
は
全
て
自
分
よ

り
下
に
見
て
い
る
よ
う
で
す
。
旦

那
さ
ん
は
最
下
層
で
す
。

　
機
嫌
の
い
い
と
き
は
膝
の
上
に

乗
り
ま
す
が
、
膝
に
い
て
や
る
と

い
う
感
じ
で
す
。
で
も
、
共
に
長

く
い
た
い
か
わ
い
い
猫
で
す
。

�

（
北
六
甲
台

　N
氏
）

込
み
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
申
し
込
み
先
》
山
口
公
民
館

☎
０
７
８・９
０
４・０
２
８
７

電
話
、ま
た
は
窓
口
で
受
け
付
け

�

平
日（
10
時
～
16
時
半
）

　
こ
の
写
真
は
、
北
六
甲
台
の
高

台
か
ら
撮
っ
た
も
の
で
す
。
下
に

は
中
国
自
動
車
道
が
走
っ
て
い
ま

す
。

　
撮
っ
た
場
所
は
標
高
約
３
０
０

ｍ
近
い
所
で
す
。
眺
望
は
良
く
、

遠
く
に
連
な
る
山
々
が
一
望
で
き
、

散
歩
す
る
人
の
心
を
和
ま
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ

り
ま
す
。
春
に
は
歩
道
の
桜
が
咲

き
、
秋
に
は
紅
葉
が
山
肌
を
彩
り

ま
す
。

　
四
季
折
々
に
違
っ
た
風
景
を
見

せ
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
場
所
で

す
。

北六甲台の高台から北部を望む


